
【令和４年度予算概算決定額 728（728）百万円】

＜対策のポイント＞
新型コロナウイルス感染症拡大の影響によるイベント・葬儀用等業務用需要の減少、インターネット購入等の非接触型販売ニーズの高まり、家庭・個人消費

の拡大等、花きの需要構造の変化が急激に進む中、需要変化に対応した産地の品目転換、デジタル技術を活用した生産・流通体制の効率化、需要拡大に
向けた商品開発・PR活動等の前向きな取組を支援することで、花き産業の成⾧産業化を図り、ポストコロナ時代において活力ある花き産地を実現します。

＜事業目標＞
花き産出額の増加（3,687億円［平成29年］→4,500億円［令和12年まで］）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．需要構造の変化に対応した生産・流通体制の整備
① 需要の見込まれる品目等への転換の取組
需要構造の急激な変化により需要が減少した品目から需要が見込まれる品目へ

の転換等を支援するため、転換先品目の需要調査、栽培技術実証、栽培マニュアル
の作成等を支援します。

② 需要構造の変化に対応した効率的な流通体制の強化の取組
産地・市場・販売までの流通の省力化・効率化に資する受発注データ等のデジタ

ル化、家庭・個人用需要の増加に対応したコールドチェーンの強化等を支援します。

２．新たな需要開拓・拡大の取組
① 家庭用需要等の更なる拡大のための全国的な普及活動
業務用に代わり需要拡大が見込まれる家庭・個人用に適した利用スタイルの提案、

需要喚起のための全国的な国産花きのPR活動等を支援します。

② 新たな需要開拓、需要拡大の取組
国内外での需要拡大に向け、新規購買層のニーズに対応した商品開発、商談会

の開催、異業種との連携、インターネットを活用した販売実証等の実施を支援します。

３．生産・流通体制の強化等の取組
生産性向上、低コスト化など花き産地の体質強化や流通体制の効率化等に資する

技術導入の取組等を支援します。

＜事業の流れ＞

国
定額

［お問い合わせ先］農産局園芸作物課（03-6738-6162）

民間団体等

新たな生活様式による需要構造の変化
イベント・葬儀等の業務用需要の減少
ネット購入等非接触型販売へのニーズの高まり など

〇需要増が見込まれる品目への転換
〇栽培マニュアルの作成
〇生産性向上等の技術導入 等

生産体制の強化

〇受発注データ等のデジタル化
〇コールドチェーンの強化
〇産地ストックポイントの整備 等

流通の効率化

〇ネット取引、サブスク等の販売方法の検討
〇家庭等に適した利用スタイルの提案
〇異業種等の連携による新販路開拓

需要変化に適応した販売 PR・普及活動

〇花きのPR活動やイベントの実施
〇商談会の開催
〇若年層への啓発活動（花育）

花き産出額の増加

花き支援対策（ジャパンフラワー強化プロジェクト推進）


